
学習日：　　月　　　日

2023年度　東海高校【数学】大問２

自然数Ｎを１、２、３、…、Ｎで割って、商と余りが何種類あるか考える。
ただし、余り０も１種類と考える。

たとえば、Ｎ＝５のとき
５÷１＝５…０
５÷２＝２…１
５÷３＝１…２
５÷４＝１…１
５÷５＝１…０
となる。よって、商は１、２、５なので３種類、余りは０、１、２なので、３種類である。

（１）
Ｎ＝15のとき、商は〔　　〕種類、余りは〔　　〕種類ある。

（２）
Ｎ＝2023のとき、商は〔　　〕種類、余りは〔　　〕種類ある。
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